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○ミニ木札付き・特製エコバッグ進呈

　

新
緑
の
候
、皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
局
面
は
刻
一
刻

と
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、南
座
で
は
専
門
家
の
ご

指
導
の
下
、お
客
様
は
も
と
よ
り
、出
演
者
、関
係
者
の

健
康
と
安
全
、安
心
を
第
一
に
徹
底
し
た
感
染
予
防

対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。皆
様
に
は
何
か
と

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
当
月
は
、「
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」を
ご
高
覧

い
た
だ
き
ま
す
。歌
舞
伎
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

お
客
様
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
平
成
五
年
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
本
公
演
は
二
十
三
年
続
き
、「
平
成
」

の
南
座
の
人
気
公
演
で
し
た
。こ
の
度
、多
く
の
ご

要
望
の
声
に
お
応
え
し
、新
た
な
出
演
者
と
解
説

者
を
迎
え
て
七
年
ぶ
り
に「
令
和
」に
復
活
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

幕
開
け
は『
歌
舞
伎
の
い
ろ
は
』で
、歌
舞
伎
の

基
礎
知
識
を
大
蔵
流
狂
言
師
茂
山
逸
平
さ
ん
ら
し

い
優
し
く
分
か
り
や
す
い
解
説
で
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
す
。続
い
て
、歌
舞
伎
の
三
大
名
作『
義
経

千
本
桜
』よ
り
舞
踊『
吉
野
山
』を
上
演
い
た
し

ま
す
。静
御
前
に
片
岡
千
壽
さ
ん
、佐
藤
忠
信
実

は
源
九
郎
狐
に
上
村
吉
太
朗
さ
ん
と
い
う
上
方

歌
舞
伎
の
将
来
を
担
う
お
二
人
に
よ
る
、満
開
の

桜
と
華
や
か
な
舞
踊
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
時
節
柄
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、本

公
演
が
歌
舞
伎
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、皆
様
の
ご
健
康
と
安
全
を
祈
念
し
ま

す
と
共
に
、医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
に
敬
意

と
謝
意
を
表
し
、私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
ご
来
場
賜
り
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ご観劇料
【全席指定席】3,500円（税込）
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松
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株
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歌
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京
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兵
庫
県
出
身
。
昭
和
五
十
六
年
生
ま
れ
。
平
成
十
一
年
三
月
上
方
歌
舞

伎
塾
第
一
期
修
了
。
同
月
大
阪
松
竹
座
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
十
一
段

目
の
村
松
三
太
夫
ほ
か
で
初
舞
台
。
十
二
月
二
世
片
岡
秀
太
郎
に
入
門

し
、
二
十
四
年
十
二
月
南
座
『
廓
文
章
』
吉
田
屋
の
仲
居
お
よ
し
で
初

代
片
岡
千
壽
を
名
乗
り
名
題
昇
進
。
以
降
、『
輝
虎
配
膳
』
唐
衣
、『
廓

文
章
』
女
房
お
き
さ
な
ど
女
方
の
大
役
を
勤
め
る
。
千
壽
ら
上
方
歌
舞

伎
塾
の
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
た
「
あ
べ
の
歌
舞
伎 

晴
の
会
」
で
も
精

力
的
に
活
動
中
。
日
本
俳
優
協
会
賞
奨
励
賞
、
咲
く
や
こ
の
花
賞
、
大

阪
文
化
祭
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

片
岡

千

壽

大
阪
府
出
身
。
平
成
十
三
年
生
ま
れ
。
十
九
年
五
月
に
第
三
回
「
み

よ
し
会
」『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
ど
ん
ど
ろ
大
師
の
巡
礼
お
鶴
で
上
村

吉
太
朗
を
名
乗
り
初
舞
台
を
踏
む
。
二
十
一
年
十
二
月
南
座
『
時
平

の
七
笑
』
稚
児
松
乃
丸
で
片
岡
我
當
の
部
屋
子
と
な
る
。
関
西
を
地

盤
に
芸
の
研
鑽
を
積
み
、
近
年
で
は
令
和
二
年
十
二
月
南
座
『
傾
城

反
魂
香
』
土
佐
修
理
之
助
、三
年
二
月
歌
舞
伎
座
『
於
染
久
松
色
読
販
』

丁
稚
久
太
な
ど
を
勤
め
た
。
南
座
の
「
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」
に
は

上
村
吉
弥
と
と
も
に
過
去
五
回
連
続
で
出
演
し
て
い
る
。
十
三
夜
会
賞

奨
励
賞
、
国
立
劇
場
奨
励
賞
を
受
賞
。

上
村

吉
太
朗

『
吉
野
山
』
見
ど
こ
ろ

佐
藤
忠
信

 

実
は
源
九
郎
狐

守護 家臣

兄
弟

恋
人

化
け
る

平
清
盛

滅ぼす

対
立

源
頼
朝

佐
藤
忠
信

源
義
経

静
御
前

初
音
の
鼓
を
賜
う

後
白
河
法
皇

人
物
相
関
図

京
都
府
出
身
。
昭
和
五
十
四
年
生
ま
れ
。
大
蔵
流
茂
山
千
五
郎
家
に
生

を
受
け
、
祖
父
に
四
世
茂
山
千
作
、
父
に
二
世
茂
山
七
五
三
を
持
つ
。

五
十
八
年
『
業
平
餅
』
の
童
に
て
初
舞
台
を
踏
む
。
兄
・
宗
彦
や
従
兄

弟
ら
と
「Cutting Edge K

YO
G
EN

」
と
し
て
活
動
。
新
作
狂
言
を
多

数
手
掛
け
る
。
ま
た
舞
踊
家
尾
上
菊
之
丞
と
と
も
に
「
逸
青
会
」
を
主

催
す
る
な
ど
、
狂
言
師
の
次
代
を
担
う
一
人
で
あ
る
。
ま
た
、
俳
優
と

し
て
は
N
H
K 

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」

な
ど
に
も
出
演
し
て
い
る
。
京
都
市
芸
術
新
人
賞
、
京
都
府
文
化

賞
奨
励
賞
を
受
賞
。

茂
山

逸

平

　
本
名
題
は
『
道
行
初
音
旅
』。「
道
行
」
と
は
、
主
に
恋
人
同
士
が
連
れ
立
っ
て

旅
を
す
る
様
子
を
描
い
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、
本
作
は
静
御
前
と
佐
藤
忠
信
と

い
う
、
主
従
関
係
の
ふ
た
り
の
旅
で
あ
る
の
が
特
色
で
す
。

　
舞
台
は
春
爛
漫
の
吉
野
山
。〽
恋
と
忠
義
は
い
ず
れ
が
重
い
」
で
は
じ
ま
る
と
、

静
御
前
が
登
場
し
ま
す
。〽
見
渡
せ
ば
　
四
方
の
梢
も
ほ
こ
ろ
び
て
」
か
ら
、
満
開

の
桜
の
中
、静
御
前
は
、吉
野
山
に
匿
わ
れ
る
恋
人
の
義
経
の
も
と
を
尋
ね
る
た
め
、

道
を
急
ぎ
ま
す
。
忠
信
の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
静
御
前
は
、
義
経

か
ら
預
か
っ
た
初
音
の
鼓
を
打
ち
ま
す
。
す
る
と
そ
の
音
に
導
か
れ
る
よ
う
に

忠
信
が
現
れ
ま
す
。
実
は
こ
の
忠
信
は
、
人
間
で
は
な
く
初
音
の
鼓
の
皮
に
用
い

ら
れ
て
い
る
夫
婦
狐
の
子
で
、
親
を
慕
う
あ
ま
り
に
忠
信
に
姿
を
変
え
、
鼓
に
付

き
添
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
〽
雁
と
燕
は
ど
ち
ら
が
可
愛
」
か
ら
は
静
御
前
と
忠
信
が
連
れ
舞
う
華
や
か
な

場
面
と
な
り
ま
す
。
静
御
前
と
忠
信
は
そ
れ
ぞ
れ
義
経
か
ら
賜
っ
た
初
音
の
鼓
と

着
長
（
鎧
）を
取
り
出
し
、
義
経
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

　
そ
し
て
、〽
源
氏
の
強
者
、「
あ
ら
も
の
ゝ
し
や
」
と
夕
日
影
」
か
ら
、
忠
信
が

源
平
の
合
戦
の
有
様
を
勇
壮
に
見
せ
ま
す
。
そ
こ
に
静
御
前
も
加
わ
っ
て
、
忠
信

の
兄
の
佐
藤
継
信
が
、
義
経
の
盾
と
な
っ
て
能
登
守
平
教
経
に
討
た
れ
た
屋
島
の

合
戦
を
物
語
り
ま
す
。
や
が
て
静
御
前
と
忠
信
は
、
共
に
義
経
が
待
つ
吉
野
山
の
山

中
へ
と
旅
を
続
け
ま
す
。

　
今
回
は
本
行(

文
楽)
に
近
い
竹
本
の
み
の
演
奏
で
、
華
や
か
な
舞
踊
の
名
作
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。

南
座
一
口
メ
モ

南
座
正
面
の
屋
根
に
あ
る
、六

尺（
約
1
8
0
cm
）四
方
の
白
い

幕
で
覆
わ
れ
た
部
分
を
櫓
と
言

い
ま
す
。櫓
は
江
戸
時
代
、幕
府

か
ら
興
行
を
許
さ
れ
た
劇
場
の

み
が
掲
げ
る
こ
と
の
で
き
た
も

の
で
、櫓
の
左
右
に
立
つ
白
い

御
幣
は
梵
天
と
言
い
ま
す
。

【 

櫓
と
梵
天
（
や
ぐ
ら-

と-

ぼ
ん
て
ん
） 

】

江
戸
時
代
の
劇
場
で
は
、能
舞
台

の
形
を
真
似
て
、客
席
に
は
屋
根
が

な
く
、舞
台
の
上
に
の
み
屋
根
が

あ
り
ま
し
た
。そ
の
伝
統
を
形
と

し
て
残
し
て
い
る
の
が「
唐
破
風
」

で
す
。「
唐
破
風
」は
舞
台
上
の
屋

根
の
名
残
り
な
の
で
す
。現
代
に

お
い
て
、こ
の「
唐
破
風
」が
残
っ

て
い
る
の
は
南
座
の
み
。劇
場
に

入
っ
た
ら
、唐
破
風
を
探
し
て
み

ま
し
ょ
う
！

【 

唐
破
風
（
か
ら
は
ふ
） 

】
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踊
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史
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